
期日： 令和５年７月１４日(金)～１６日(日)

会場： サイクルショップコダマ大洲アリーナ

主催： 公益社団法人日本山岳・スポーツクライミング協会・九州各県

九州各県スポーツ協会、九州各県教育委員会、九州地区山岳協会

大分市、大分市教育委員会

後援： スポーツ庁、九州高等学校体育連盟、九州中学校体育連盟

主管： 令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会大分県実行委員会

大分県山岳連盟

令和５年度国民体育大会

第４３回九州ブロック大会

スポーツクライミング競技

実施要領



１ 期日 令和５年７月１４日(金)～１６日(日) 

 

 

 

 

 

２ 競技日程・諸会議 

 

 

３．新型コロナウイする感染症感染拡大防止対策 

 本大会への参加にあたって選手・大会関係者の新型コロナウイルス感染防止を図るため、以下の項目につい

てご協力のほどお願い致します。 

(1) 健康管理 

  選手 ・監督および競技役員は、 大会前の健康管理を徹底し、大会当日を迎えるようお願いします。 

 

(2) 受付 

  ①入場時は マスク着用を推奨します 。 

  ②体調に次の症状がある場合、会場への入場を禁止します。 

   ・発熱（37.5 度以上) 、体調がよくない（発熱・咳・咽頭痛・味覚、嗅覚異常などの症状が続いている ) 

   ・濃厚接触者として自宅等に待機中 

 

(3) 遵守事項等 

 ＜選手、大会関係者共通＞ 

  ①マスク着用は任意です。 マスクは各自で持参ください。 

  ②動線、 ソーシャルディスタンスは会場の指示（ゾーンコントロール)のもと行ってください。 

  ③飲食は共用しないでください。 

 

13:00～13:30

13:40～15:30

14:00～15:00

15:40～16:10

16:30～17:00

9:00～16:00

16:00～16:30

9:00～16:30

16:30～17:00

16:30～17:00

17:00～17:30

サイクルショップコダマ大洲アリーナ　１階　剣道場

サイクルショップコダマ大洲アリーナ　１階　剣道場

サイクルショップコダマ大洲アリーナ　１階　剣道場

サイクルショップコダマ大洲アリーナ　１階　剣道場

サイクルショップコダマ大洲アリーナ　館内ボルダリング場

サイクルショップコダマ大洲アリーナ　１階　剣道場

サイクルショップコダマ大洲アリーナ　クライミングウォール

サイクルショップコダマ大洲アリーナ　１階　柔道場
7月16日

金

土

日

全種別

リード競技

審判会議③

表彰式・閉会式

全種別
アンチドーピング研修

7月14日

7月15日

役員・審判受付

審判会議①

監督・選手受付

監督会議

開始式

審判会議②
全種別

ボルダリング競技

サイクルショップコダマ大洲アリーナ　１階　剣道場入口

サイクルショップコダマ大洲アリーナ　１階　剣道場

サイクルショップコダマ大洲アリーナ　１階　剣道場入口

種別 ７月１４日(金) ７月１５日(土) ７月１６日(日) 

成年女子 受 付 

監督会議 

開始式 

ボルダリング競技 

リード競技 

表彰式・閉会式 

 

少年男子 

少年女子 



＜選手＞ 

  ①リードに用いるロープは主催者にて用意(径 9.8ｍｍ、長さ 50ｍ)します。ただし、新型コロナウイルス 

   感染症対策の観点で気になる場合は、ご自身で持参ください。その場合は、初日の選手受付時に、「個人   

   持込ロープ仕様申告書」を提出願います。ロープの仕様は、以下の通りとします。 

   ＊ロープは、シングルで PSC、EN892、UIAA に適合していること。長さは 40ｍ以上とする。 

   ＊ロープの径は呼び径 9.0ｍｍ〜10.0ｍｍとする。（2020 年 6 月 30 日付 IFSC 基準による ) 

   ＊ロープは、両端にメーカーテープのあるものとし、製品をカットしたロープは使用禁止とします。 

   なお、以下に当てはまるロープは安全上問題がありますので使用できません。 

 ・通常クライミングでは使用しない化学物質（酸、バッテリー電解液など)に触れたことがある 

 ・芯が見えている 

 ・外皮が激しく毛羽立っている、損傷している 

 ・外皮と芯がずれている 

 ・部分的に固くなったりまたは柔らかくなったりして他の部分と違和感がある部位が生じている 

 ・長い墜落や落下係数 1 を超える墜落を受けた 

 ※落下係数 1 を超える墜落：クライマーの墜落距離 ÷ ビレイヤーとクライマー間のロープの長さ 

  クライマーが 4m 登ったところで 4ｍ墜落した場合、落下係数＝墜落した場合、落下係数＝   

  4÷4＝1 となる 

 ・ひどく汚れている 

 ・摩擦による熱や火などの熱を受けたことがある 

 ・毎週の使用で 1 年以上経過しているもの 

 ・月 1〜3 回の使用で 3 年以上経過しているもの  （国立登山研修所編確保理論より) 

  ②公式掲示板はインターネット上に設置します。URL は当日にお知らせします。 

 

(4) 一般観客の入場 

  ①有観客での開催とする。 

  ②ボルダリング競技会場の入場は不可。リード競技会場の入場は、観客エリア内で５０名程度とする。 

  ③入場可能時間帯は 、各種別のアイソレーションクローズ以降とし、本成績発表後において次種別のルート 

   セット時は会場を閉鎖する。 

 ・7 月 15 日(土)  8：50～15:40(会場閉鎖 10:50～11:50、13:20～14:20) 

 ・7 月 16 日(日)  8:50～16:30(会場閉鎖 13:10～14:10) 

  ④マスクの着用は任意とする。 



４．リード競技・ボルダリング競技のスタート順

リード ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ リード ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ リード ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ

福 岡 3 6 4 4 5 3

佐 賀 6 4 5 1 3 5

長 崎 5 5 6 3 2 6

熊 本 7 2 3 5 7 2

大 分 1 1 2 7 4 4

宮 崎 2 3 1 6 1 1

鹿児島

沖 縄 4 7 7 2 6 7

　注） エントリーのないチームが生じた場合は、繰り上げスタートとする。

５．本大会出場枠

６．競技の実施方法

県 名

3チーム

本大会
出場

少年女子 成年女子

少年女子

少年男子

3チーム

成年女子 少年男子

3チーム

I　共通事項
(1)この競技は、公益社団法人日本山岳・スポーツクライミング協会が定めた「国民
体育大会スポーツクライミング競技規則集（合和５年３月改定）」並びに九州プロッ
ク大会審判員会が定めた審判基準に基づき、本大会実施要項及び実施要領に沿って行
う。
(2)競技は雨天決行とするが、日程等を変更する場合がある。
(3)競技中の選手の服装は、所属チームの正式な競技用統一ユニフォームを着用する
こと。また、選手2名は競技の開始通告から終了通告まで、ナンバーカードを指定の
場所に取り付けること。
(4)選手、監督は、オブザベーションエリアやコールゾーンを含め、競技エリアに居
る間を通じてアイソレーション状態にあり、審判長が特別に認めない限りいかなる方
法であれ、競技外エリアに居る者に情報を求めることがあってはならない。この規則
を遵守しなかった場合は直ちに失格となる。
(5)選手、監督、その他選手に付き添う当該県の役員、トレーナー等は審判長の特別
許可がなければ、一切の電子通信機器の競技エリア内への持ち込み、使用を禁止す
る。
(6)アイソレーションゾーンから退室した監督、当該県の役員、トレーナー等は、再
度入室することはできない。また、退出した監督は、審判員又は競技委員の指示に従
い、指定された場所に移動する。
(7)計時は秒単位で行う。
(8)競技進行表の時間は、進行状況により変更となることがある。

Ⅱ　ボルダリング競技
(1)各カテゴリーのボルダー数は4ボルダー(1基あたり2ボルダー）とする。
(2)オブザベーションの時間は1基あたり5分とする。
(3)1チームの選手2名が同時に2つのボルダーでアテンプトを行う。続いて次の2つの
ボルダーでアテンプトを行う。
(4)アテンプト・ピリオドは、選手がFOPに入る前にアテンプトの最終準備を行うこと
が認められる15秒の準備時間と5分の最大競技時間で構成されるものとする。
(5)選手と共にアイソレーションゾーンを退室した監督は、競技時間中、指定された
場所から選手に助言しても良い。
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７　競技の流れ
I　ボルダリング競技
(1)受付は、柔道場入口で行う。持ち込み禁止機器があれば受付に預けること。

く選手受付時間＞
少年女子： 7月15日(土) 8時30分～8時50分
成年女子： 7月15日(土)10時30分～10時50分
少年男子： 7月15日(土)13時00分～13時20分

(2)受付後は、速やかにアイソレーションゾーン(柔道場)ヘ入室すること。ウォーム
アップ壁はリード壁基部の館外ボルダリング場を使用して行うことができる。
(3)開始通告は、アイソレーションゾーンで行う。
(4)オブザベーション終了後、スタート順の早い2県の選手・監督は、コールゾーン
（最終待機エリア）に残って準備すること。その他の選手・監督はアイソレーション
ゾーンに戻る。
(5)競技を終了した選手は、指定された終了選手待機エリアに移動する。
(6)各種別の競技終了通告後、成績の発表を行う。抗議があれば成績発表後5分以内に
所定の文書を提出すること。

II　リード競技
(1)受付は、柔道場入口で行う。持ち込み禁止機器があれば受付に預けること。

く選手受付時間＞
少年女子：7月16日(日)8時30分～8時50分
成年女子：7月16日(日)8時30分～8時50分
少年男子：7月16日(日)12時40分～13時00分

(2)受付後は、速やかにアイソレーションゾーン(柔道場)へ入室すること。ウォーム
アップ壁は館内ボルダリング場を使用して行うことができる。
(3)開始通告は  アイソレーションゾーンで行う。
(4)オブザベーション終了後、スタート順の早い2県の選手・監督は、コールゾーン
（最終待機エリア）に残って準備すること。その他の選手・監督はアイソレーション
ゾーンに戻る。
(5)競技を終了した選手は、指定された終了選手待機エリアに移動する。
(6)各種別の競技終了通告後、成績の発表を行う。抗議があれば成績発表後5分以内に
所定の文書を提出すること。

Ⅲ　リード競技
(1)各チームの選手2名は、枝番号の若い順にオンサイト・リード方式で競技する。
ルートは1カテゴリーに1人1本とする。
(2)オブザベーションの時間は6分間とする。
(3)競技時間は選手がFOPに入ってから当該ルートでのアテンプトの最終準備を行うこ
とが認められる40秒の準備時間と、6分の最大競技時間で構成する。また、選手は準
備時間の終了後速やかにアテンプトを開始しなければならない。
(4)選手と共にアイソレーションゾーンを退室した監督は、競技時間中、指定された
場所から選手に助言しても良い。
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役員・審判員 監督・選手 開始式 その他

12:00

12:10

12:20

12:30

12:40

12:50

13:00

13:10

13:20

13:30

13:40

13:50

14:00

14:14

14:20

14:30

14:40

14:50

15:00

15:10

15:20

15:30

15:40

15:50

16:00

16:10

16:20

16:30

16:40

16:50

17:00

17:10

17:20

17:30

17:40

17:50

監督会議
15:40～16:10

大洲アリーナ１階剣道場

開始式
16:30～17:00

大洲アリーナ１階剣道場

７月１４日(金) 受付及び開始式

【役員・審判員受付】
13:00～13:30

大洲アリーナ１階剣道場入口

審判会議①
13:40～15:30

大洲アリーナ１階剣道場

【監督・選手受付】
14:00～15:00

大洲アリーナ１階剣道場入口
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7月15日（土）　　ボルダリング競技　日程表

時刻 少年女子 成年女子 少年男子 役員
7:30

7:40

7:50

8:00

8:10

8:20

8:30

8:40

8:50

9:00 【開始通告】9:00～9:10
9:10

9:20

9:30

9:40

9:50

10:00

10:10

10:20

10:30 仮成績発表 抗議締切(仮発表後5分)

10:40 本成績発表 抗議締切(本発表後5分)

10:50

11:00 【開始通告】11:00～11:10
11:10

11:20

11:30

11:40

11:50

12:00

12:10

12:20

12:30

12:40

12:50

13:00 仮成績発表 抗議締切(仮発表後5分)

13:10 本成績発表 抗議締切(本発表後5分)

13:20

13:30 【開始通告】13:30～13:40
13:40

13:50

14:00

14:10

14:20

14:30

14:40

14:50

15:00

15:10

15:20

15:30 仮成績発表 抗議締切(仮発表後5分)

15:40 本成績発表 抗議締切(本発表後5分)

15:50

16:00

16:10

16:20

16:30

16:40

16:50

17:00

【選手受付】8:30～8:50

【オブザベーション】
9:20～9:30

【競技開始】9:40～10:28
5分15秒×7県+10分30秒

=47分15秒≒48分

【選手受付】10:30～10:50

【競技開始】14:40～15:28
5分15秒×7県+10分30秒

=47分15秒≒48分

審判会議②(剣道場)
16:00～16:30

ルートセット
10:50～11:50

（60分間）

【オブザベーション】
11:50～12:00

【競技開始】12:10～12:58
5分15秒×7県+10分30秒

=47分15秒≒48分

【選手受付】13:00～13:20

ルートセット
13:20～14:20

（60分間）

【オブザベーション】
14:20～14:30



7月16日（日）　　リード競技　日程表

時刻 少年女子 成年女子 少年男子 役員
7:30

7:40

7:50

8:00

8:10

8:20

8:30

8:40

8:50

9:00 【開始通告】9:00～9:10 【開始通告】9:00～9:10
9:10

9:20

9:30

9:40

9:50

10:00

10:10

10:20

10:30

10:40

10:50

11:00

11:10 仮成績発表 抗議締切(仮発表後5分)

11:20 本成績発表 抗議締切(本発表後5分)

11:30

11:40

11:50

12:00

12:10

12:20

12:30

12:40

12:50 仮成績発表 抗議締切(仮発表後5分)

13:00 本成績発表 抗議締切(本発表後5分)

13:10 【開始通告】13:10～13:20
13:20

13:30

13:40

13:50

14:00

14:10

14:20

14:30

14:40

14:50

15:00

15:10

15:20

15:30

15:40

15:50

16:00

16:10 仮成績発表 抗議締切(仮発表後5分)

16:20 本成績発表 抗議締切(本発表後5分)

16:30

16:40

16:50

17:00

17:10

17:20

17:30

【選手受付】8:30～8:50 【選手受付】8:30～8:50

【オブザベーション】
9:20～9:26

【オブザベーション】
9:20～9:26

【競技開始】9:40～11:04
6分×7県×2名=84分

表彰式・閉会式(剣道場)
17:00～17:30

【選手受付】12:40～13:00

ルートセット
13:10～14:10

（60分間）

【オブザベーション】
14:10～14:16

【競技開始】14:20～16:04
6分×7県×2名=84分

国体アンチドーピング研修(柔道場)
16:30～17:00

審判会議③(剣道場)
16:30～17:00

【競技開始】11:20～12:44
6分×7県×2名=84分
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公益社団法人日本山岳・スポーツクライミング協会 国民体育大会スポーツクライミング競技 

国体ブロック大会における本大会出場チーム決定方法に関する規定 別紙 

本大会出場チーム選出方法について（解説） 

「国体ブロック大会における本大会出場チーム決定方法に関する規定」（以下「本規定」という。）第 2
章に基づく本大会出場チームの決定方法は以下の通りとする。 

１．リードおよびボルダーの各競技の順位は、「公益社団法人日本山岳・スポーツクライミング協会スポ
ーツクライミング競技規則」（以下、「SC 競技規則」という。）第 10 章および第 11 章に定めるチー
ム・リード、チーム・ボルダーの各規則および本規定第 4 条および第 5 条に定める例外を適用して
決定する。

２．各種別の種別総合順位は、本規定第 7条を適用して決定する。例として、ブロック内４県中、本大会
への出場チームは２チームの場合を示す。なお、（２）以降の同着の解消方法については、あくまで
も同着によって本大会出場チーム数上限を超える場合にのみ適用し、本大会出場チーム同士や出場
チーム以外の同着の解消は行わないものとする。（ただし、各ブロック大会での独自の表彰等で順位
を決定する必要がある場合は、当該ブロック大会で取り決めて適用することはできる。）

（１）リード、ボルダーそれぞれのチーム順位ポイントを相乗し、その結果を比較し決定する。
（本規定第 7条第 1項第 2 号）

A 県 B 県 C 県 D 県 

リード競技 チーム順位 1 ポイント 3 ポイント 2 ポイント 4 ポイント 

ボルダリング競技チーム順位 2 ポイント 1 ポイント 4 ポイント 3 ポイント 

チーム順位ポイントの積 2 3 8 12 

種別総合順位 1 位 2 位 3 位 4 位 

★チーム順位ポイントの相乗値が小さい、A県と B 県が出場チームとなる。

（２）複数のチームで（１）で求めたチーム順位ポイント相乗値が同じとなり同着となる場合は、【種
目別チーム順位で高順位を有するチーム】を上位とする。（本規定第 7条第 1項第 3号） 

A 県 B 県 C 県 D 県 

リード競技 チーム順位 1 ポイント 4 ポイント 2 ポイント 3 ポイント 

ボルダリング競技チーム順位 4 ポイント 1 ポイント 2 ポイント 3 ポイント 

チーム順位ポイントの積 4 4 4 9 

種別総合順位 1 位 1 位 3 位 4 位 

★高順位を有する A県と B 県が出場県となる。
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（３）（２）を適用してもなお同着によって本大会出場チームを決定できない場合は、【個人順位総合
ポイントの値が小さいチーム】を上位とする。（本規定第 7条第 1項第 4 号） 

A 県 B 県 C 県 D 県 

リード競技 チーム順位 1 ポイント 2 ポイント 3 ポイント 4 ポイント 

ボルダリング競技チーム順位 1 ポイント 3 ポイント 2 ポイント 4 ポイント 

チーム順位ポイントの積 1 6 6 16 

種目総合順位 1 位 2 位 2 位 4 位 

★高順位を有する A県は（１）にて決定。B 県、C 県は（１）（２）を適用しても、同順位の
ため個人順位総合ポイントを求める。

個人順位総合ポイント 
＝ 選手 1 リード個人順位ポイント × 選手 2リード個人順位ポイント 

  × 選手 1 ボルダー個人順位ポイント × 選手 2 ボルダー個人順位ポイント 

B 県 C 県 

リード競技   個人順位ポイント 2.5 ／ 4 5 ／ 6 

ボルダリング競技 個人順位ポイント 5 ／ 6 3 ／ 4 

個人順位総合ポイント 300 360 

種目総合順位 2 位 3 位 

★個人順位総合ポイントが小さい B 県が 2 位となり、出場が決定。

（４）（３）の個人順位総合ポイントでも同着が解消できずに出場チームを決定できない場合は、【よ
り小さい個人順位ポイントを有するチーム】を上位とする。（本規定第 7 条第 1項第 5号） 

B 県 C 県 

リード競技   個人順位ポイント 2 ／ 6.5 5 ／ 6.5 

ボルダリング競技 個人順位ポイント 5 ／ 6 3 ／ 4 

個人順位総合ポイント 390 390 

種目総合順位 2 位 3 位 

★より小さい個人順位ポイントを有する B 県が 2位となり、出場が決定。

３．２．（４）まで適用してもなお出場チームが決定できない場合は、本規定第 8 条に定めるタイブレイ
ク・ラウンド、もしくは当該ブロックを構成する各都道府県の代表者による合意および事前の告知を
もって定めた方法によって本大会出場チームを決定する。（本規定第 8条第 2項） 

（令和 5年（2023 年）4月 1日 JMSCA スポーツクライミング部国体委員会作成） 
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＜会場周辺図＞ 
ﾃ
ﾝ
ﾄ 

＜　競技会場レイアウト　＞ ①ウォームアップの選手動線

②リード競技の選手動線

③ボルダリング競技の選手動線

③選手のトイレ動線

選手立ち入り禁止場所

ボルダリング競技会場

リ
ー
ド
競
技
会
場

開・閉開式会場

アイソレーション（L競技,B競技）

入
口

受付
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